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近年では、非常に幅広い産業分野で逆浸透膜(RO膜)技術が用いられており、今後も利用用途は拡大していくものと予想される。そのような中で、工場排水の回収再利用や、有機物成分が多い原水の
処理に用いる際、バイオファウリングをはじめとする膜の汚染が依然大きな問題となっている。
本セッションでは、RO膜の耐ファウリング技術に焦点を当て、RO膜メーカー各社が製造している耐汚染性RO膜、および今後さらなる技術革新が期待される新しい耐汚染性技術について、講演を
予定している。RO膜メーカーからは、RO膜3大メジャーカンパニー各社の技術の特徴をそれぞれご紹介いただく。新しい耐汚染性技術では、膜面改質の手法による新技術を、実験的な観点および理
論的シミュレーションの観点からご講演いただく。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 （佐藤 祐也／オルガノ㈱ ・ 澤田 繁樹／㈱ウェルシィ）

現在、国際標準化機構（ISO）では、上下水道サービス(TC224)、下水処理水の灌漑利用(PC253)の国際標準化についての議論が進行している。2011年になり日本では、国土交通省による「下水
道への膜処理技術導入のためのガイドライン 第2版」の発行、NEDOによる「高性能水回収技術に関する標準化」の標準化先導研究が遂行されるなど、MBR関連の標準化について新たな動きがでて
きている。標準化、海外の最新動向について、■1 MBR標準化の動向、■2 東アジアのMBR事情、■3 欧州を中心とした各国のホットな研究動向、の観点からご紹介いただく。

（長岡 　裕／東京都市大学 ・ 豊原 大樹／東レ㈱）

既に膜を利用した浄水処理施設は日本全国で700カ所を超え、目新しい技術とは言えない時代である。しかし、実用化後に行われる改善改良の研究開発は、地味ではあるが真の技術力の向上に結
びつき、技術立国を目指す我が国の進む道であると考えられる。本セッションでは、温水による膜洗浄、PACの化学性状が膜処理に与える影響、被処理水のファウリングポテンシャル、の3つの視点か
らファウリング抑制に関するご講演をいただく。膜処理永遠のテーマであるファウリングに対する理解が深まることを期待したい。

（田村 真紀夫／一般社団法人 膜分離技術振興協会 ・ 橋本 暢之／水道機工㈱）

未曾有の被害をもたらした大震災から復興するとともに、未来に向けた持続可能な社会を構築するためには、新エネルギー・省エネルギー技術の確立が急務である。
本セッションでは、世界をリードする環境・エネルギー関連のガス分離膜開発の現状と新展開についてご講演頂く。■1 では、北海道にて稼動中のゼオライト膜を用いたバイオエタノール脱水プラント
のシステム開発と運転事例についてご講演頂く。■2 では炭素膜を用いた水分離-溶剤回収システムと今後の展開についてご講演頂く。■3 では光触媒を用いて水から水素を生成し、分離膜で回収すると
いう最新の研究事例および今後の展望についてご講演頂く。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （大屋 博義／旭化成ケミカルズ㈱ ・ 宮嶋 圭太／㈱ノリタケカンパニーリミテド）

逆浸透膜分離技術は、海水淡水化、産業プロセス水の製造、排水再利用・有価物回収などに適用が進んでおり、今後もその市場は拡大すると予想される。その背景には、膜の開発のみならず、膜の特性を活かした
システムの開発と最適化の取り組みがある。
本セッションの■1 では、無薬注の観点から、前処理技術とRO海水淡水化技術の開発について、■2 では、海水淡水化や下水・産業排水の再利用統合技術について実証研究を含めて紹介頂く。■3 では、排水処理用に開

発された低圧用CTA製中空糸型RO膜モジュールの特長をその実証試験結果を含めて紹介して頂く。■4 では、極低pH域でのRO膜分離特性を活用した排水からのリン酸回収システムとその適用事例を紹介頂く。
本セッションは最新の逆浸透膜分離技術に関する情報提供の場となることを期待する。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （熊野 淳夫／東洋紡績㈱ ・ 川勝 孝博／栗田工業㈱）

下水処理用MBRは、海外での導入が先行している状況であるが、我国でも小規模施設を中心に導入が進んでおり、下水処理プロセスとして着実に定着しつつある。また、本年から堺市三宝処理場に
おいて我国初の大規模MBRの運転が開始されている。一方、MBRの一層の普及拡大を目指して、省エネ型MBRや水循環技術、新規膜モジュールの開発が活発に行われている。
本セッションでは、堺市三宝処理場における6万m3／日の大規模MBRの運転状況およびNEDOにおけるMBR関連の技術開発成果に関する最新情報をご紹介頂く。加えて、新規に開発された二種
類のMBR用膜モジュールについてご紹介頂く。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　（村上 孝雄／地方共同法人 日本下水道事業団 ・ 大熊 那夫紀／㈱日立プラントテクノロジー）

本セッションでは、膜浄水技術の新たな展開として、効率的な膜ろ過運転のための粉末活性炭の適用研究、大型浄水場での膜ろ過実績状況、および災害時における膜ろ過事例を紹介する。
■1 では、粉末活性炭がUF膜ろ過に与える影響について、シミュレーションによる定量化とともに、新規な膜洗浄方法を紹介していただく。■2 では、鳥取市の大型膜ろ過浄水施設における実績として、
運転状況の詳細と薬品洗浄の状況について紹介していただく。■3 では、災害時の膜ろ過技術の例として、今回の東日本大震災におけるセラミック膜ろ過施設の被害状況と仮設の施設による復旧支援に
ついて紹介していただく。■4 では、災害時の膜ろ過技術の例として、災害から復旧に至るまでの膜ろ過施設の導入状況とその装置の概要について紹介していただく。

（松山 秀人／神戸大学大学院 ・ 中塚 修志／ダイセン・メンブレン・システムズ㈱）

クリーンなエネルギー源である水素を化石燃料から効率良く製造する膜反応器の開発に注目が集まる。当該セッションでは特徴のある分離膜を用いる膜反応器の最新動向を紹介する。
「CO2選択透過膜の開発と水素製造プロセスへの応用」では、高分子系のCO2選択透過膜を用いる膜反応器に関して講演して頂く。
「分離膜による高純度水素精製技術の開発」では、CO2と水素を分離する膜、水素を精製する膜を組合わせた膜反応器に関して講演して頂く。
「Pd系水素分離膜と膜反応器への応用」では、水素選択透過膜を用いる膜反応器に関して講演して頂く。　　　　　　　　（松方 正彦／早稲田大学 ・ 風間 伸吾／(財)地球環境産業技術研究機構）
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■1 プロセスシミュレーション等を用いたゼオライト膜分離システムの開発
①プロセスシミュレーションを用いた膜分離プロセスの検討
②エタノール脱水を例とした膜分離技術の経済性評価
③北海道バイオエタノールプラント等の建設と運転事例

■2 炭素膜の実用化-水分離回収システム
①炭素膜の特長
②水分離回収システム例　③今後の適用用途

■3 光触媒による水素製造プロセスへの膜分離の応用
①水から水素ガスを製造する光触媒技術の概要
②水の完全分解により生成する水素/酸素混合ガスの膜分離　③水素/酸素分離膜開発の現状と展望

■1 Co2選択透過膜の開発と水素製造プロセスへの応用
①Co2選択透過膜について
②Co2選択透過型メンブレンリアクターの開発
③Co2選択透過膜の脱炭酸プロセスへの応用

■2 分離膜による高純度水素精製技術の開発
①JXの水素事業に関する取組み　②ハイブリッド分離膜型水素精製装置の紹介
③分離膜技術の実証化までの課題と解決策

■3 Pd系水素分離膜と膜反応器への応用
①Pd系水素分離膜の研究開発状況
②Pd膜反応器の研究開発状況

■1 前処理と温水洗浄による低ファウリング型膜ろ過システム
①温水洗浄の概要と膜間差圧回復効果
②前処理を加えた場合の膜間差圧回復効果　③ランニングコスト試算

■2 高塩基度PACの特徴と膜ろ過への適用性
①PACの塩基度調整による膜ろ過性の改善
②PACの塩基度調整によるろ過水中の残留アルミニウムの低減　③PACの塩基度調整による凝集性改善

■3 浄水処理におけるファウリングポテンシャルの提案とその利用（Ⅱ）
①PVDF膜とセルロース混合エステル膜の閉塞挙動の比較
②メンブレンジャーテストによる膜前処理条件の評価
③ファウリングポテンシャル測定に見る膜汚染現象

■1 粉末活性炭適用のためのUF膜ろ過運転技術
①UF膜と粉末活性炭の組み合わせの必要性と課題（UF膜へのダメージ）
②シミュレーションによる粉末活性炭のUF膜ダメージの定量化検討
③新規運転技術“ドレイ逆洗”によるUF膜ダメージの低減化

■2 鳥取市水道局 江山浄水場 膜ろ過施設 -全面供用開始後の運転状況-
①浄水施設の概要　②浄水施設の連続運転状況　③ろ過膜の薬品洗浄状況

■3 災害時の膜ろ過技術
①東日本大震災におけるセラミック膜ろ過設備の被害状況　②仮設セラミック膜ろ過装置による復旧支援

■4 災害における膜技術適用
①災害の状況　②復旧迄の経緯　③施設・装置の概要

■1 MBR国際標準化と海外動向
①MBR標準化のレビュー（EU、中国、韓国、アメリカ）
②日本の下水道ガイドラインのレビューと国内におけるMBR関連プロジェクトの概要　③MBR標準化の動向

■2 中国・韓国のMBR状況
①両国におけるMBRの採用状況
②両国と日本の状況との差異について　③今後の課題

■3 IWA膜技術会議報告
①2011年10月にアーヘン市（ドイツ）で開催されるIWA膜会議の概要
②会議で発表される先進的な研究内容の紹介
③研究動向の分析

■1 堺市三宝下水処理場における大規模MBR施設の導入事例について
①国内最大の6万m3/日のMBR施設の立ち上げ　②標準活性汚泥法とMBRの併用運転
③現在までのMBRの運転状況

■2 NEDOにおけるMBR関連開発の概要と成果
①省エネ型MBR技術の開発　②中東等の海外新興地域における小規模分散型水循環事業
③海淡・下水等再利用統合システムによる水循環事業

■3-1 新規内圧式大口径膜の開発・展開
①積水化学の大口径膜について　②各種原水への適用状況　③展開方向性について

■3-2 セラミック平膜を用いた膜分離活性汚泥システム
①セラミック平膜の概要　②実施例

■1-1 低汚染用RO膜エレメント技術
①現在の水需要とトレンド　②運転管理の問題点　③ファウリング対策～LD TechnologyTM～

■1-2 低ファウリングRO膜エレメントの実働例
①低ファウリングRO膜について　②実働プラントの概要について

■1-3 ダウ - フィルムテックのファウリング抑制技術
①フィルムテック低ファウリングRO膜の経緯　②低ファウリング膜の開発状況並びに殺菌剤の併用によるバイオファウリングの抑制　③ケーススタディ紹介

■2-1 膜表面改質によるファウリング防止
①膜表面の水の状態とファウリング　②ファウリング防止ポリマー　③表面改質によるファウリング防止

■2-2 計算化学手法によるファウリング現象のメカニズム解析
①計算化学手法の利点　②膜表面のミクロ現象解析　③表面改質剤の分子設計

■1 無薬注RO海水淡水化技術の開発
①RO海水淡水化と無薬注　②膜を用いた無薬注前処理
③砂ろ過を用いた無薬注前処理

■2 海淡・下水等再利用統合システム事業（ウォータープラザ）のNEDO実証研究
①海水淡水化や下水・産業排水の再利用統合技術の紹介　②実証プラントの運転状況
③ウォータープラザの稼働状況と今後の展開

■3 排水用中空糸型低圧RO膜モジュールの開発と実証試験
①CTA製中空糸型低圧RO膜の特長　②実証試験の結果

■4 RO膜を利用した液晶基板製造排水からのリン酸回収
①回収できるリン酸を目指して　②極低pH域でのRO膜分離挙動　③システム導入とその成果
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お問い合せコードNo. GCB508

２０11.１1.29（火）～１２.2（金） ４日間
東京港区・三田NNホール（三田NNビル 地下1階）

日本膜学会　社団法人日本能率協会

● 膜の研究・開発・製造に携わるメーカ、ユーザ、エンジニアリング会社の技術者・
 　研究者、および地方自治体・公共機関関係者、学識経験者 等
● 膜利用に関連した「水処理（上水・排水）」
　 「環境装置」「エネルギー」「プラントエンジニアリング」分野の技術者 等

GABC24URL http://school.jma.or.jp/membrane/ 申込受付中!

（敬称略）C:コーディネータ　CC:コ・コーディネータ　S:スピーカ（敬称略）C:コーディネータ　CC:コ・コーディネータ　S:スピーカ（敬称略）C:コーディネータ　CC:コ・コーディネータ　S:スピーカ

参加申込規定
参　  加　  料 （消費税込・1名あたり）

★セッション別参加料は、参加料（1名分）、ご参加セッションのテキスト分冊（1冊）を含みます。
★複数セッションにお申し込みの場合は、ご参加者は交替していただいて結構です。

日本能率協会 法人会員
日本膜学会 会員
協賛団体会員
国・地方自治体・国公立研究機関・大学
上記外

参加区分参加者区分

19,000円

20,000円
5,000円
21,000円

セッション別（半日）

36,000円

38,000円
9,000円
40,000円

日別（1日） 全セッション（4日間）
各セッションのテキストを
一冊にまとめたテキスト
合本を特別価格で販売
いたします。

テキスト合本の申込み（税込）
シンポジウム参加者
27,000円

参加者以外
58,000円

参加申込方法
●申込書に必要事項をご記入のうえ、ファックス、郵送又はホームページでお申し込みください。
●電話でのご予約も承ります。その場合は、後で申込書も必ずお送りください。
●参加証・請求書は開催1か月前から発送を開始いたします。なお、1か月以内のお申込みの時は、申込
書受領後1週間ほどで参加証・請求書を発送いたします。

●参加料は開催前日までに請求書の銀行振込み口座へお振込みください。開催後のお振込みの場合
は、請求書の「入金連絡票」にてお振込み日の連絡をいただければ結構です（振込み手数料は貴社
でご負担ください）。

【期日が切迫してから申し込まれる場合】
●あらかじめ電話にてご確認ください（参加定員等の関係で参加できない場合があります）。なお、
参加証をお送りできないことがありますので、その場合は、当日直接会場受付へお越しください。

参加料支払い方法
●請求書が届き次第、指定銀行の口座にお振り込みください。
●お支払いは、原則として開催日前日までにお願い申しあげます（開催後になる場合は、お振込み予定
日を申込書に明記してください）。
※日本能率協会の法人会員は、事業所単位となっております。貴社の会員窓口をご確認のうえお申し込
みください。

ご　  注　  意
●分冊のテキストは会場でお渡しします。
●参加者以外のテキスト合本は会期終了後にお送りいたします。
●講義の録音・撮影はご遠慮ください。
●参加申し込みをされた方には、JMA関連催しのご案内を送付させて頂く事がありますのでご了承ください。

会員制度のご案内
社団法人日本能率協会は法人を対象とした法人会員制度（事業所単位）を設け、セミナー参加料割引
をはじめ各種サービスを提供しております。会員外の方はこの機会に是非入会をご検討ください。
資料請求先：（社）日本能率協会 ものづくり支援事業ユニット 技術・生産グループ　TEL：03（3434）1410（直通）

免 責 事 項
天災地変や伝染病の流行、研修会場・輸送等の機関のサービスの停止、官公庁の指示等の小会が管理で
きない事由により研修内容の一部変更および中止のために生じたお客様の損害については、小会ではそ
の責任を負いかねますのでご了承ください。

個人情報のお取り扱いについて
（社）日本能率協会では、個人情報の保護に努めております。詳細は小会の個人情報保護方針
（http ://www.jma.or. jp/pr ivacy/）をご覧ください。なお、ご記入いただきましたお客様の
個人情報は、本催し物に関する確認・連絡およびJMA主催の関連催し物のご案内をお送りさせ
ていただく際に使用させていただきます。

プログラム内容の問い合せ先
社団法人日本能率協会 ものづくり支援事業ユニット ニューメンブレンテクノロジー事務局
TEL：03（3434）1410（直通）

三田ＮＮビル
（地下1階 三田ＮＮホール）
東京都港区芝4丁目1番23号
TEL：03(5443)3233

会 場 案 内

●都営地下鉄三田線
「三田」直結（Ａ９出口）

●都営地下鉄浅草線
「三田」下車徒歩3分

●JR山手線、京浜東北線
「田町」下車徒歩5分
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参加証発行日 請求書発行日 領　収　日 セ
ン
タ
ー

No.

（P） （A）

参加されるセッションに○印をおつけください。

フリガナ

フリガナ

E-mail

フリガナ

フリガナ

会　社　名
（正式名称）

所　在　地

派遣責任者名

氏　名

氏　名

フリガナ

事業所名

所　　　属
役　職　名

開催期日

電話番号

FAX番号
（ ）

【日本能率協会への連絡・希望事項欄】

2011年11月29日（火）～12月2日（金）

参加申込先
参　

加　

料

支払い予定日　　　月　　　日払

〒

氏　名

フリガナ

GABC24

受付No.

参
加
者
区
分

（ ）

該当欄に　　印をご記入ください

１1/29
（火）

１1/30
（水）

１２/1
（木）

１２/2
（金）
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所　　　属
役　職　名
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ニューメンブレンテクノロジーシンポジウム ２０11 □ （社）日本能率協会法人会員（事業所単位）
□ 日本膜学会会員
□ 協賛団体会員（団体名　　　　　　　　　　　）
□ 国・地方自治体・国公立研究機関・大学
□ 上記外

E-メール配信を希望 する　 しない　

E-メール配信を希望 する　 しない　

E-メール配信を希望 する　 しない　

●セッション別（半日）参加料（@　　　　　　　　　　　　円×　　　　　　　　セッション）

●日別（1日）参加料（@　　　　　　　　　　　　円×　　　　　　　　日）

●全セッション（4日間）参加料（@　　　　　　　　　　　　円×　　　　　　　　人）

●テキスト合本申込（　　　部）

　合計金額（消費税込）

￥

￥

￥
￥

￥

（市外番号からご記入ください）

（市外番号からご記入ください）

〒105-8522 東京都港区芝公園3-1-22
社団法人日本能率協会
JMAマネジメントスクール
FAX：03（3434）5505
T E L：03（3434）6271
E-mail：seminar@jma.or.jp
【受付時間】
月～金曜日 9：00～17：00（ただし祝日を除く）
http://school.jma.or.jp/membrane/

対　　象開催期間

会　　場

主　　催

参加予定の方のご都合が悪い場合は、代理の方がご出席ください。代理の方もご都合がつかない場合は、下
記によりキャンセル料を申し受けますのでご了承ください。
（注）キャンセルの場合は、FAXでご連絡ください。
　開催7日前～前々日（開催初日を含まず起算） 　　　　　　　参加料の30％
　開催前日および当日                                  　　　　　　　　　参加料の全額
※当日無断で欠席された方も参加料全額をお支払いいただきます。

キャンセル規定

Ｊ
Ｍ
Ａ

使
用
欄

ニューメンブレンテクノロジーシンポジウム ２０11ニューメンブレンテクノロジーシンポジウム ２０11ニューメンブレンテクノロジーシンポジウム ２０11ニューメンブレンテクノロジーシンポジウム ２０11ニューメンブレンテクノロジーシンポジウム ２０11ニューメンブレンテクノロジーシンポジウム ２０11ニューメンブレンテクノロジーシンポジウム ２０11ニューメンブレンテクノロジーシンポジウム ２０11

120,000円

126,000円
35,000円
135,000円

最終案内最終案内


